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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○　がん検診や３５～３９歳健診、母子保健事業と連携した各種健康講座の実施など、健康寿命の
延伸（介護予防）や早世予防につながる事業を展開する。
○　生涯健康都市戦略本部を中心に区民が健康づくり活動を進めやすい環境の整備に全庁的に取り
組む。
○　より多くの区民が自らの健康に関心を持つとともに、特定健康診査・特定保健指導の受診にも
つながるよう、３５～３９歳健診やＮＯ！メタボチャレンジャーなど、より若い世代を主な対象と
した誘導事業に取り組む。
○　糖尿病は初期に自覚症状がなく放置されやすい病気であり、全区民の約３割が糖尿病やその予
備群であると考えられている。区民の生活の向上・維持を図るとともに、医療費等の抑制の観点か
ら、地域での一貫した糖尿病対策と医療連携体制の構築を進めていく。
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分類についての説明・意見等

　区民の幸せの基盤となる健康を保持・増進することは区の重要課
題であり、来たるべき本格的な少子・高齢社会に向け、医療費等の
社会的コストを適正な水準に保つためにも欠かせない施策であるこ
とから、当該施策の優先度は極めて高い。

90回
6,368名

125回
5,000名

施策No区民の健康づくりの推進

○　区民の誰もが生涯健康で生き生きと暮せる「生涯健康都市あらかわ」の実現のため、健康増進
計画（平成２４～２８年度）に掲げた政策を着実に実現することで健康寿命の延伸（介護予防）や
早世の減少を図るとともに、働き盛り世代に重点を置いた健康づくり施策の推進が必要である。
　
○　区民の健康づくりを幅広い分野から支援する環境整備のため、全庁的に健康づくり施策を展開
する必要がある。
○　20年度から開始された特定健康診査・特定保健指導を着実かつ効果的に進める必要がある。

施策の成果とする指標名

重点的に推進 重点的に推進

課長名

政策

がん検診受診率

分野 生涯健康都市[Ⅰ]

健康部健康推進課
中坪 429

施策名
部課名

01-01
内線

生涯健康都市の実現を目指し、健康的な生活習慣が形成されるよう区民の健康づくりを支援する環
境整備を行うことにより、健康寿命の延伸（介護予防）を図るともに、働き盛り世代の早世を減ら
す。
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指標の推移

目標値
(28年度)

生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現[01]

どこでも健康教室開催数

70

行政評価
事業体系

22年度
指標に関する説明

関連部課名

71
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継続
がん検診事業を行う上で、システムが
必要である。

歯周疾患検診

がん検診システム費（保
健所システム）

07-02-07 ― ― 推進

07-02-12

推進

継続

糖尿病対策推進事業

07-02-14 4,325 4,375 推進

― 3,415

重点的
に推進

07-02-16

合　計

1,343
重点的
に推進

07-02-33 57 50

259,600 264,738

継続特定給食施設講習会

推進

推進

推進― 1,314 推進

重点的
に推進

07-02-04

07-02-03

4,907 5,627 推進

07-02-05

― 1,556 推進

事務事業
No

施策推進のた
めの分類

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
決算額（千円）

早世予防と健康寿命の延伸(介護予
防）に関する具体的で正しい健康知識
を得ることは、健康行動への基盤とな
るものであり、重要である。

分類についての説明・意見等

地域への訪問活動を通して、地域特性
を把握するとともに区民との協働、関
係機関との連携により健康づくりを進
めるために欠かせない活動であり、優
先度の高い事業である。

―健康づくり支援事業 07-02-02

24年度

190

重点的
に推進

7,374

健康づくり普及啓発・環
境整備事業

受動喫煙防止・禁煙対策

07-02-18

女性の健康応援事業

がん検診費

21,655 24,084

146

07-02-13

健康づくりを支援する環境整備や健康
的な生活習慣形成への支援を行う事業
であり、優先度の高い事業である。

23年度

あらかわ満点メニュー

25年度 26年度

重点的
に推進

重点的
に推進

173

重点的
に推進

―

―

201,858

07-02-11

受託健診

07-02-01

無保険者等の健康診査

重点的
に推進

1,985

4,209

肝炎ウイルス検診

３５～３９歳健診

栄養相談活動

改善・
見直し

7,701 7,226 推進

136 推進

保健師地区活動

歯周疾患の予防と早期発見のための検
診であり、重要な事業である。

重点的
に推進

4,222

重点的
に推進

推進

推進

継続

重点的
に推進

重点的
に推進

07-02-17 216,410

施設入所者等の栄養改善のため必要な
事業である。

がん予防とがんの早期発見により区民
の健康づくりを推進するため優先度の
高い事業である。

糖尿病の発症予防や重症化予防を普及
啓発し、重症化予防のシステムを構築
していくことは、区民の生活の質の維
持・向上及び医療費や介護給付費の抑
制の観点から優先度が高い事業であ
る。

重点的
に推進

肝炎ウイルスに感染している者を早期
発見し、治療等につなげる重要な事業
である。

早世予防と健康寿命の延伸(介護予
防）という健康上の重要課題を解決す
るための事業であり、優先度の高い事
業である。

区民を対象とする栄養相談活動により
食からの健康づくりを推進するため重
要な事業である。

区民の健康保持と生活習慣病予防を進
めるための事業であり優先度の高い事
業である。

女性のＱＯＬ（生活の質）の向上と早
世予防を目的としており、子どもと家
族の健康にもつながることから優先度
の高い事業である。

本事業により、がん予防や生活習慣病
予防を図ることができ、早世予防や健
康寿命の延伸（介護予防）の効果が期
待できる。

本事業を機会に生活習慣を見直し改善
することで、その後のメタボリック症
候群やうつ病の発症を予防すること
で、早世予防、健康寿命の延伸（介護
予防）を図ることができ、優先度が高
い事業である。

重点的
に推進

07-02-06

07-02-15

民間の医療機関等での受診が困難な障
害者通所施設等に特化した健診として
見直しを図る。


